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 国際ロータリー会長 ステファニー A. アーチック 

 第2520地区ガバナー 佐藤剛（水沢RC） 

 12月 2日（月）第6回理事会 11：30 

        昼例会 クラブ総会 

 12月 9日（月）昼例会 クラブ協議会 

 12月15日（日）18:00 クリスマス家族会 

 12月16日（月）振替休会 

 12月23日（月）特別休会 

 12月30日（月）晦日 休会 

 司会：瀧澤慶太郎 

 日時：2024.11.25（月）12：30  

 会場：盛岡グランドホテル 

 ロータリーソング 

  四つのテスト 

 皆さんこんにちは。 

 月曜例会になり少しずつ出席率

も向上してきています。ご出席あ

りがとうございます。 

 先週23日（土）はRLIパート1が

開催されました。クラブから瀧澤

会員が受講され、私はファシリ

テーターとして出席しました。RLI

とは常にロータリーを研究するためにあります。

他クラブの話を聞いたり自分の思うことを話した

りして活気あるロータリーを目指していけるよう

努力していきます。 

 本日も宜しくお願いします。 

 

会長 原田誠章 / 幹事 佐藤百合子 
事務所 〒020-8501 盛岡市愛宕下1番10号 

     盛岡グランドホテル内 

    TEL 019-601-5390 / FAX 019-601-5391 

例会場 盛岡グランドホテル 

    TEL 019-625-2111 

例会日 毎週月曜日12:30 / 第3月曜日18:30 

    但し、第3月曜日は(18:30～)会場が変更にな 

    る場合があります。 

会長挨拶 原田誠章 
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クラブ協議会 会長 原田誠章 
①能登災害義援金について 

10月夜例会より募金箱へ寄付金のご協力ありがとうござ

いました。 

②クリスマス家族会開催 12月15日（日）18:00 

準備担当の皆さんは17:30集合 ご協力お願いします。 

③2025-26年度地区会員ハンドブック注文について 

今後地区セミナーで使用のほかクラブでも活動に活動で

きるよう会員分注文する。 

④オクトンより 2024年11月より襟章について  

歯車に青色のある襟章はRI本部通達により10月で販売終

了。着用に関する規制はなく引き続き使える。 

それぞれに対応する金一色の襟章を準備中との事。 

銀色、公式ロゴ会員章は変わりなく販売。 

クラブでは公式ロゴ会員章を会員分注文する。 

⑤瀧澤慶太郎次期幹事はRLI-1に出席された。 

引き続きRLI-Ⅱ・Ⅲにも参加頂きたい。 

ご出席の感想などお願いします。 

◇幹事報告 佐藤百合子 

 「2025-26 年度地区会員ハンドブック」 

 ロータリーを少しでもわかりやすく綴ったハンドブッ 

 クの編集を2023年9月より準備。 

  希望部数申込〆切1/15 

 ハイライト米山 Webにて送付  

◇スマイル報告 菅野輝明 

 原田誠章君 

  本日も宜しくお願いします。 

 佐藤百合子君 

  日々寒くなって参りました。 

  皆様ご自愛くださいませ！ 

 工藤光機君 おめでとうございます。 

  誕生日 11月20日 

 木村昭仁君 

  11月25日「いい笑顔の日」です‼ 

 菅野輝明君 

  本日も宜しくお願いします。 

◇出席報告 瀧澤慶太郎 

 会員数24名 出席数15名 欠席数9名 出席率62％ 

 

 本日の寄付金 

  能登半島豪雨災害義援金箱 3,000円 

  個人寄付金R財団 原田 

 メークアップ RLI打合せ 原田 

  11/23RLI-1 柴田 原田 瀧澤 

RLI:ロータリー・リーダーシップ研究会 

価値観や社会意義の違いを埋めてこれからのロータリー

を展望するための、世代や経験を超えた深い話し合いの

場として構想されている。 

ロータリーをよく理解しロータリーに対する意欲を高揚

するために講演や講義ではなく斬新な討論方法を活用し

て参加者による草の根のデスカッション方式で行われ

る。 

ひとり一人の参加者は対等であり、決められたテーマに

ついてみんなで自由に意見を出し合って討議していきま

す。 

参加者はこのような討議を通じて、テーマについての一

致した結論を目指すのではなく、多様な意見を交えなが

ら新たな気づき、学び、方向性を見出していくことが求

められます。 

   RLIファシリテーターガイドブックより抜粋 

米山奨学生リンゴ狩り 柴田 


